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１．はじめに 

近年、土木施工技術の進歩は目覚ましく、各分野において相次いで新工法が開発されている。地盤改良の

分野も例外ではなく、次々に新工法が実用化されているが、その特徴や適用性は一般の土木技術者には分か

り難くなってきている。土木学会土木施工研究委員会第２施工小委員会（以下小委員会）では、最新の地盤

改良工法についてアンケートを実施し、これらのデータの分析を行った。その１では、アンケート調査結果

に基づく考察および地盤改良工法の分類について報告する。 

２．アンケ－ト調査について 

 地盤改良工法の体系化作業を行うにあたり、以下の目的で計画・設計担当者へのアンケートを実施した。 

 ①「計画・設計」段階において各種の地盤改良工法が、どのように検討、選定されているかを把握する。 

 ②体系化に「要求される事項」や「必要とされる情報」等の要請項目を収集する。 

 アンケ－ト調査は各官公庁、コンサルタントおよび民間建設関連企業170団体を対象とし、131件の回答が得

られた。回答率は77％であり、地盤改良工法に対する関心が非常に高いことが伺えた。調査結果の考察を以下

に示す。 

 １）地盤改良工法を計画・設計・検討する際、参考にする規準あるいは文献は93種類が挙げられており、地

盤改良に関する多くの文献が出版、利用されていることがわかる。このうち、比較的利用頻度の高いと思われ

る文献は、以下の通りである。 

 ・ 「道路土工－軟弱地盤対策工指針－、（社）日本道路協会」 

 ・ 「軟弱地盤対策工法－調査・設計から施工まで－、（社）地盤工学会」 

 ・ 「セメント系固化材による地盤改良マニュアル、セメント協会」 

 ２）「文献の使用目的」 

 ①工法の設計手法の把握 ②設計・施工上の留意点の調査 ③工法の施工方法の把握 ④改良目的を同じと

する工法の種類の調査 ⑤工法比較表作成のための特徴の調査 ⑥適用条件の把握 

 ３）「技術資料に必要と思われる項目」 

 ①最新工法も含んだ工法の紹介 ②工法の設計手法 ③工法の比較表 ④工法の施工管理・計測方法   

⑤概算工事費 ⑥工法の施工方法 

 ４）「既存の文献では不十分と感じられる項目、要望」 

 ①施工事例、トラブル事例 ②積算業務が可能（経済性の記述） ③施工条件を考慮し、適用可能な工法 

分類 ④工法比較、選定表（事例含む） ⑤工法の欠点、問題点 ⑥設計手法に対する適用条件の明確化 

 以上の結果から、ユーザの立場に立った高い利便性を有する技術資料とするため、以下の項目を充実させる

ものとした。 

 ・最新工法も含んだ工法の紹介 

 ・施工条件、適用条件および経済性も含めた工法比較、選定表 

 ・施工事例、実績および工法の連絡先  

キーワード：地盤改良、原理別分類、目的別分類 

連絡先：〒160-8577 東京都新宿区荒木町13番地の4 住友建設㈱ TEL 03-3225-5133    FAX 03-3353-5317 



 ５）掲載して欲しい新工法としては72工法が挙げられており、地盤改良工法に関する文献が多く出版されて

いるにもかかわらず、新工法の開発に追いつかない状態であることが推定される。また、掲載が要望されてい

る工法は化学的固結工法が最も多く、阪神淡路大震災の影響から、液状化防止工法に関する新工法も多く見受

けられる。 

 以上、地盤改良工法の検討手法・選定手法等の実態を把握し、体系化に要求される項目や必要とされる情報

がある程度明確にされた。小委員会では、この調査結果をもとに各施工会社へ地盤改良工法に関するアンケー

トを実施し、最新の工法を含めた体系化作業を行った。 

 調査項目は以下の項目を選定した。①工法、②地盤条件、③施工条件、④施工能力および実績、⑤改良仕様、

⑥環境条件、⑦その他（工事費、指針・規準の有無、文献および事例等）このような266工法に対する調査の結

果、181工法の回答が得られた。 

３．地盤改良工法の分類 

 地盤改良工法の分類は、各企業体また文献等によって多少の相違はあるものの、概ね同様な分類がなされて

いる。小委員会ではこれらを参考に、また実施したアンケート結果を分析・検討した結果、原理別分類および

目的別分類を以下のように定めた。 

        表１ 原理別分類表                 表２ 目的別分類表 

 

４．おわりに 

 本アンケ－ト調査は土木学会内に設置された土木施工研究委員会（委員長：漢那肇）、第２施工小委員会（小

委員長：高橋一成）の活動の中で行われたものであり、本報はその成果の一部をまとめたものである。活動の

成果は、平成11年11月30日に「第８回新しい材料・工法・機械講習会」として報告している。アンケ－ト調

査にご協力いただいた各社に感謝いたします。 

大分類 中分類 小分類
１．構造物の形式変更 １．押さえ盛土工法

２．荷重軽減工法 軽量盛土
３．矢板・各種基礎工法
４．その他 遮水壁築造

２．除去・置換工法 １．掘削置換工法
２．強制置換工法

３．圧密・排水工法 １．載荷重工法 １．事前載荷工法
２．有効応力増加工法

２．ﾊﾞー ﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ工法 １．ｻﾝﾄ゙ ﾄ゙ﾚｰﾝ工法
２．袋詰めｻﾝﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ工法
３．ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞー ﾄﾞﾄﾞﾚｰﾝ工法
４．ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾄﾞﾚｰﾝ工法
５．その他

３．特殊脱水工法 １．水平ﾄ゙ﾚｰﾝ工法
２．化学的脱水工法
３．その他

４．振動・締固め工法 １．表層締固め工法
２．ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ工法
３．振動締固め工法
４．動圧密工法
５．静的締固め工法
６．その他

５．化学的固結工法 １．表層混合処理工法 １．原位置固化処理工法
２．事前混合固化処理工法 １．軟質土固化処理工法

２．事前混合処理工法
３．軽量混合処理土工法

３．深層混合処理工法 １．機械撹拌工法
２．機械撹拌＋高圧噴射工法
３．高圧噴射工法
４．地上混合置換工法

４．薬液注入工法 １．単管注入工法
２．多重管注入工法
３．その他

５．その他
６．熱・電気処理工法 １．熱的固結工法 １．凍結工法

２．焼結工法
２．電気化学的固結工法

７．補強工法 １．覆土工法 １．ｼ ﾄー･ﾈｯﾄ工法
２．表層被覆工法 １．法枠工法
３．補強土工法 １．補強盛土工法

２．地山補強工法

対策別分類 改良目的 改良効果
Ⅰ.安定対策 １．せん断変形抑制 盛土によって周辺の地盤が

膨れ上がったり、側方移動し
たりすることを抑制する。

２．すべり抵抗増加 盛土形状を変えたり、地盤の
一部を置き換え、あるいは強
化することによって、すべり抵
抗を増加し安定を図る。

３．土圧調整 地盤の強度増加、また軽量化
を図ることにより、土圧低減あ
るいは、受働抵抗の増加を図

４．表層の安定 表層を締固めたり、固化する
ことにより、表層の安定、トラ
フィカビリティの向上を図る。

Ⅱ．沈下対策 ５．圧密沈下の促進 地盤の沈下を促進して、有害
な残留沈下量を少なくする。

６．沈下抑制 地盤の強度を増加させたり、
基礎による支持等により、地
盤の沈下そのものを少なくす

７．不等沈下の抑制 地盤の強度増加を図ることに
より、地盤の不等沈下を抑制
する。

Ⅲ．液状化対策 ８．液状化防止 土のせん断強度の増加、ある
いは間隙水圧を消散しやすく
することで液状化を防ぎ、地
震時の安定を図る。

Ⅳ.地下水対策 ９．地下水位低下 地下水を強制的に排水するこ
とにより、圧密促進、あるいは
掘削時の安定を図る。

１０．難透水地盤築造 透水性地盤を難透水に改良
することで、掘削底面への地
下水の流入を防止する。

１１．遮水壁築造 透水性地盤の掘削や産業廃
棄物の最終処分場において、
遮水性の壁を築造し、地下水
や有害物質の流出入を防止
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